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社
会
関
係
の
視
点
か
ら

　
私
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
集
団
の
中
で
生
き
て
い
る
。
集
団
を
結
び
つ
け
る
紐ち
ゅ
う

帯た
い
は
居
住
地
域
で
あ
っ
た
り
、
血
縁
や
婚
姻
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
年
齢
や
職
業

で
あ
っ
た
り
も
す
る
。
個
人
は
複
数
の
集
団
に
属
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
一
員
と
し

て
活
動
し
、仲
間
と
付
き
合
い
つ
つ
、個
々
の
生
活
を
営
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
本
章
で
は
、富
士
宮
の
人
々
が
形
成
し
て
き
た
社
会
組
織
を
通
し
て
、

暮
ら
し
の
特
徴
を
描
い
て
い
く
。
特
に
、
自
治
組
織・共
有
財
産
と
共
同
作
業・

同
族
・
青
年
団
・
講こ
う
に
注
目
し
、
市
民
の
社
会
生
活
の
実
態
を
具
体
的
に
紹
介

し
た
い
。

猪い

之の

頭か
し
ら

の
自
治
組
織

　

令
和
七
年
（
二
〇
二
五
）
現
在
、

富
士
宮
市
の
自
治
会
は
一
二
地
区

に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
の
下
に

一
二
六
の
行
政
区
が
あ
る
。
各
行

政
区
は
数
町
内
会
に
分
か
れ
、
さ

ら
に
町
内
会
は
い
く
つ
か
の
班
（
も

し
く
は
組
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る

（
図
２−
１
）。
例
え
ば
、
市
域
北
西

部
に
位
置
す
る
猪
之
頭
区
は
、
上

井
出
地
区
を
構
成
す
る
七
行
政
区

の
う
ち
の
一
つ
で
三
つ
の
町
内
会
が
あ
り
、最
小
単
位
と
し
て
は
一
四
組
（
班
）

に
分
か
れ
て
い
る
（
図
２−

２
）。
猪
之
頭
区
規
約
（
平
成
一
四
年
五
月
二
五

日
施
行
）
第
四
条
に
は
「
猪
之
頭
区
は
、
区
民
相
互
の
連
絡
、
環
境
の
整
備
、

集
会
施
設
等
保
有
財
産
の
維
持
管
理
等
良
好
な
地
域
社
会
の
維
持
及
び
形
成
に

資
す
る
地
域
的
な
共
同
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。」
と
あ
り
、
そ
の

運
営
を
区
議
会
が
担
う
。
区
長
が
区
議
会
議
長
を
務
め
、
副
区
長
・
会
計
・
書

記
・
町
内
会
長
（
三
人
）
の
七
人
に
よ
っ
て
執
行
部
が
構
成
さ
れ
る
。
こ
れ
に

組
長
一
四
人
が
加
わ
っ
て
、
毎
月
第
二
土
曜
日
に
議
会
を
行
っ
て
い
る
。
区
議

会
議
員
の
任
期
は
二
年
で
あ
る
。

　
区
議
会
で
は
先
に
示
し
た
目
的
に
応
じ
て
地
区
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
吸

い
上
げ
て
協
議
し
、
調
整
や
周
知
を
図
る
。
例
え
ば
小こ

田だ

貫ぬ
き
湿
原
や
猪
之
頭
公

園
、
陣
馬
の
滝
な
ど
区
内
に
あ
る
公
共
施
設
・
観
光
施
設
の
草
刈
り
や
清
掃
に

つ
い
て
は
、
ま
ず
そ
の
分
担
を
区
議
会
で
話
し
合
い
、
そ
の
結
果
を
町
内
会
や

消
防
団
、
婦
人
会
な
ど
の
猪
之
頭
区
に
属
す
る
各
団
体
に
要
望
と
し
て
出
し
て

い
る
。
ま
た
、清
掃
活
動
に
加
え
て
、猪
之
頭
区
で
は
防
災
訓
練
や
祝
賀
行
事
、

神
社
の
祭
礼
な
ど
が
熱
心
に
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
日
程
調
整

か
ら
実
行
ま
で
を
区
議
会
が
担
う
（
表
２−

１
）。
区
が
保
有
す
る
区
民
館
（
写

真
２−

１
）
や
共
同
墓
地
、
猪
之
頭
区
財
産
区
名
義
の
山
林
な
ど
の
共
有
財
産

の
運
営
管
理
も
区
議
会
の
役
割
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
猪
之
頭
区
は
富
士
宮
市

の
自
治
会
組
織
の
一
行
政
区
で
あ
り
な
が
ら
、
区
議
会
の
役
割
は
祭さ
い
祀し

面
・
経

済
面
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

第
一
節
　
　
自
治
組
織

図 2-1 富士宮市自治会構成（令和 7 年 4 月 1 日現在）
※町内会のない区（粟倉3区・粟倉4区）を含む。
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大橋 中村
五斗目木

上村（ワデ村）
撫川〈旧区分〉

沢村組（１班）
大橋上組（２班）
大橋中組（３班）
大橋下組（４班）

松葉組（１班）
中村組（２班）
西村組（３班）
大門上組（４班）
大門下組（５班）
五斗目木組（６班）

林下組（１班）
撫川組（２班）
上村東組（３班）
上村西組（４班）

第一町内会 第二町内会 第三町内会

猪之頭区

　
猪
之
頭
区
は
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
の
町
村
制
施
行
に
よ
り
上
井
出
村

に
組
み
込
ま
れ
た
際
に
区
と
し
て
成
立
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
前

は
猪
之
頭
村
と
い
う
独
立
し
た
村
落
で
あ
っ
た
。
近
世
の
村
落
は
徴
税
や
戸
籍

管
理
な
ど
の
単
位
で
あ
る
と
同
時
に
、
名
主
を
中
心
と
し
た
寄
合
に
よ
っ
て
意

思
決
定
を
す
る
自
治
組
織
で
も
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
村
単
位
で
行
っ
て

い
た
。
猪
之
頭
村
の
近
世
の
自
治
に
つ
い
て
は
つ
ま
び
ら
か
で
は
な
い
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
村
落
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
近
代
以
降
も
、
例

え
ば
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
の
「
区
会
決
議
簿
」（
猪
之
頭
区
所
蔵
）
に
、

学
校
や
青
年
集
会
場
の
建
築
・
共
有
林
の
売
却
・
芝
川
海の

苔り

や
萱か
や
（
茅
）
の
入

札
・
流
行
性
感
冒
の
予
防
・
農
休
み
の
日
程
な
ど
、
区
有
財
産
の
管
理
か
ら
衛

表 2-1　猪之頭区の年間行事予定（令和７年度）
猪之頭区ウェブサイトと聞き取り調査および『皇国地誌』・『富士郡村誌』などにより作成。

図 2-2　猪之頭区の組分け
猪之頭区規約と聞き取りにより作成。

月　日 内　容 備　考

4 月 20 日（日） 第 61 回清掃運動 市重点実施日

6 月 1 日（日） 地区清掃（草刈り）

7 月 6 日（日） 田貫湖導水路ほか草刈り作業 市委託契約作業他

7 月 27 日（日） 地区清掃（草刈り）

8 月 15 日（金） 慰霊祭（終戦記念日：軍人墓地） 区議会議員全員参加

8 月 24 日（日） 陣馬の滝まつり 禁札神社の祭りも行う

8 月 31 日（日） 総合防災訓練（地域自主防災訓練）

9 月 7 日（日） 田貫神社祭典 第２町内会長主宰、旧祭日は３月 15 日

9 月 15 日（月） 三区合同敬老会 三区は猪之頭・麓・根原

11 月 2 日（日） 秋祭り（氏神祭り・七五三祝い） 上村の氏神は伊勢神明宮、上村以外は
曽我八幡宮で、両社を同日に行う

11 月 16 日（日） 第 46 回環自協「ゴミ一掃作戦」 市重点実施日

11 月 16 日（日） 井水神社祭典 旧祭日は 11 月 25 日

11 月 30 日（日） 地域自主防災訓練

12 月 7 日（日） 区民館・青年集会所ほか大掃除

1 月 11 日（日） 成人式

1 月 11 日（日） 金毘羅神社祭典 第１町内会長主宰、旧祭日は２月 10 日

1 月 11 日（日） どんど焼き 各町内会

1 月 18 日（日） 猪之頭区新年互礼会
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生
指
導
、
行
事
日
程
ま
で
も
区
会
で
決
定
し
て
い
る
様
子
が
み
え
る
。
こ
れ
は

現
代
の
区
議
会
の
活
動
に
も
通
じ
て
お
り
、
旧
猪
之
頭
村
か
ら
続
く
共
同
体
と

し
て
の
紐
帯
は
、
近
代
、
そ
し
て
現
代
の
猪
之
頭
区
に
も
連
綿
と
受
け
継
が
れ

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
た
だ
し
、
猪
之
頭
区
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
村
落
の
重
要
な
仕
事
を

担
っ
て
き
た
青
年
団
の
活
動
が
下
火
に
な
る
に
つ
れ
（
本
章
第
四
節
）、
青
年

団
の
果
た
し
て
き
た
役
割
が
自
治
会
へ
と
移
り
、
結
果
的
に
自
治
会
の
負
担
が

か
な
り
大
き
く
な
っ
て
い
る
現
状
も
あ
る
。
猪
之
頭
に
お
い
て
は
、
青
年
団
が

解
散
し
た
後
、
祭
り
の
運
営
は
「
祭
典
青
年
」
が
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
祭
典

青
年
は
一
四
の
組
か
ら
各
一
人
が
二
年
任
期
で
担
い
、本
役
と
前
役
が
あ
っ
た
。

二
七
、八
歳
が
カ
シ
ラ
だ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
れ
が
平
成
初
期
ご
ろ
に

は
各
組
二
人
ず
つ
の「
祭
り
委
員
」と
し
て
完
全
に
自
治
会
活
動
の
一
環
と
な
っ

た
。
当
初
は
三
〇
代
か
ら
四
〇
代
の
男
性
が
祭
り
委
員
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ

た
が
、
近
年
は
区
民
数
の
減
少
や
高
齢
化
が
著
し
く
、
そ
れ
に
伴
っ
て
祭
り
委

員
も
高
齢
化
し
た
り
、
ほ
か
の
役
員
と
の
兼
務
が
増
え
た
り
し
て
い
る
。
区
議

会
で
は
、
現
状
に
合
わ
せ
て
行
事
の
実
施
方
法
を
変
更
す
る
こ
と
も
検
討
し
て

い
る
。

杉
田
の
自
治
組
織

　

次
に
市
域
南
東
部
の
杉
田
の
自
治
組
織
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
杉
田

は
戦
国
期
に
は
杉
田
郷
と
し
て
成
立
し
て
お
り
、
近
世
か
ら
明
治
二
二
年

（
一
八
八
九
）
に
富
士
根
村
の
一
部
と
な
る
ま
で
、
杉
田
村
と
い
う
一
つ
の
村

落
で
あ
っ
た
。
現
在
、
富
士
宮
市
の
自
治
会
組
織
に
連
な
る
行
政
区
と
し
て
は

杉
田
一
区
か
ら
六
区
ま
で
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
五
区
は
一
区
二
町
内

か
ら
、
六
区
は
一
区
三
町
内
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
に
新

設
さ
れ
た
区
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
六
つ
の
区
、
す
な
わ
ち
旧
杉
田
村
で

構
成
さ
れ
る
の
が
杉
田
地
区
協
議
会
で
あ
る
。

　
そ
れ
ま
で
杉
田
で
は
、
地
区
で
保
有
す
る
不
動
産
を
区
内
の
財
産
家
の
名
義

を
借
り
て
登
記
し
、
財
産
管
理
委
員
会
が
運
営
し
て
い
た
。
し
か
し
、
平
成
三

年
四
月
の
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
っ
て
自
治
会
な
ど
の
地
縁
団
体
が
法
人
と

し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
杉
田
の
六
つ
の
区
を
一
つ
の
法
人
と
し
て

申
請
し
、
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
に
富
士
宮
市
第
一
号
の
自
治
会
法
人
格
認

可
を
受
け
、
杉
田
地
区
協
議
会
が
区
有
財
産
の
運
営
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
の

で
あ
る
（
杉
田
区　
二
〇
一
〇
）。

　
こ
の
時
、
杉
田
地
区
内
の
子
安
神
社
・
浅
間
神
社
・
雲
切
不
動
尊
の
祭
祀
を

担
当
し
て
き
た
杉
田
神
社
運
営
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
委
員
長
を
地
区
協
議
会

会
長
が
兼
任
す
る
か
た
ち
で
存
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
近
年
は
業
務
を
分
担

し
、
地
区
協
議
会
会
長
と
神
社
運
営
委
員
長
は
別
の
人
が
務
め
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
が
、
毎
年
五
月
に
開
か
れ
る
杉
田
地
区
協
議
会
総
会
で
の
事
業
報
告
は

連
名
で
行
わ
れ
る
（
表
２−

２
）。
協
議
会
の
財
産
目
録
に
は
、
区
民
セ
ン
タ
ー

や
区
有
林
と
共
に
こ
れ
ら
神
仏
を
祀
る
建
物
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、
区
民
共
有

写真 2-1　猪之頭区民館

写真 2-2　猪之頭の青年集会所
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の
財
産
と
し
て
管
理
運
営
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
行
政
的
な
役
割
は
六
つ
の
区
の
区
長
で
構
成
す
る
杉
田
地
区
区
長
会

が
担
い
、
富
士
宮
市
自
治
会
や
杉
田
が
属
す
る
富
士
根
南
地
区
と
の
連
携
を

図
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
杉
田
で
は
旧
村
単
位
で
法
人
と
な
り
、
財
産
管
理

は
地
区
協
議
会
、祭
祀
は
神
社
運
営
委
員
会
、行
政
は
区
長
会
と
い
う
よ
う
に
、

地
区
の
仕
事
を
分
担
し
て
活
動
し
て
い
る
。

内う
つ
房ぶ
さ
の
自
治
組
織

　
内
房
は
市
域
南
西
部
に
位
置
し
て
い
る
。近
世
に
は
内
房
村
と
し
て
存
在
し
、

瓜う
り
島じ
ま
・
竹
ノ
下
・
廻め
ぐ
り

沢さ
わ
・
仲な
か
・
大お
お
晦づ

日も
り
・
山
口
・
野の

下し
た
・
山
中
・
塩し
ょ
出で

・
落
合
・

大お
お
嵐あ
ら
し

・
相そ
う
沼ぬ
ま
・
尾お

崎さ
き
・
峯み
ね
・
橋は
し
上か
み
の
一
五
集
落
に
よ
り
成
っ
て
い
た
。
明
治
維

新
を
経
て
入い
り

山や
ま
（
現
静
岡
市
清
水
区
由ゆ

比い

入
山
）
と
合
同
し
た
時
期
も
あ
る

が
、
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
に
再
び
庵い

原は
ら
郡
内
房
村
と
し
て
分
離
し
、
昭

和
三
一
年
（
一
九
五
六
）
に
芝
富
村
と
合
併
し
て
富
原
村
と
な
る
ま
で
独
立
し

た
村
落
で
あ
っ
た
（
芝
川
町　
一
九
七
三
）。
現
在
は
富
士
宮
市
自
治
会
の
芝

川
地
区
に
属
し
、
各
集
落
を
基
本
的
な
単
位
と
し
た
町
内
会
が
内
房
第
一
区
か

ら
第
四
区
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
旧
内
房
村
に
相
当
す
る
こ
の
四
つ
の
区
で
内

房
地
区
協
議
会
を
構
成
し
て
い
る
（
表
２−

３
）。

　
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
は
二
六
人
で
、
区
長
四
人
が
協
議
会
の
会
長
（
一
人
）、

副
会
長
（
二
人
）、
会
計
（
一
人
）
を
担
う
（
表
２−

４
）。
協
議
会
の
活
動
は
、

年
に
三
、四
回
の
会
合
と
、
九
月
の
敬
老
会
お
よ
び
一
一
月
の
企
業
巡
視
が
柱

と
な
っ
て
い
る
。
敬
老
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
以
前
に
は
小

学
校
の
体
育
館
で
祝
賀
会
を
催
し
、
子
ど
も
の
合
唱
な
ど
も
行
っ
て
い
た
が
、

現
在
は
祝
い
金
を
配
る
か
た
ち
と
な
っ
た
。
企
業
巡
視
は
内
房
周
辺
の
ゴ
ル
フ

場
（
二
カ
所
）
の
農
薬
使
用
や
工
場
（
五
カ
所
）
の
排
水
、
ま
た
地
区
内
を
流

れ
る
稲
瀬
川
（
写
真
２−

３
）
上
流
の
静
岡
市
浄
水
場
（
清
水
逢
坂
汚
水
処
理

施
設
）
の
稼
働
状
況
な
ど
を
監
視
す
る
も
の
で
あ
る
。
協
議
会
役
員
五
人
・
市

役
所
職
員
一
人
・
県
職
員
一
人
で
現
地
を
確
認
す
る
ほ
か
、
数
カ
月
に
一
度
送

ら
れ
て
く
る
報
告
書
で
も
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
。
企
業
巡
視
は
内
房
地
区
協
議
会

が
協
力
し
て
地
区
内
の
安
全
を
守
る
活
動
と
も
言
え
よ
う
。
そ
の
ほ
か
年
二
回

ず
つ
の
河
川
清
掃
や
防
災
訓
練
も
四
区
が
連
携
し
て
行
う
。

　
内
房
を
含
む
芝
川
地
区
で
は
、
柚ゆ

野の

・
稲い
な
子こ

、
芝
富
、
内
房
が
持
ち
回
り
で

芝
川
地
区
長
を
担
っ
て
い
る
が
、
内
房
が
そ
の
当
番
に
な
る
と
地
区
協
議
会
幹

部
で
あ
る
四
人
の
区
長
か
ら
芝
川
地
区
長
を
選
出
す
る
。
協
議
会
会
長
は
四
月

表 2-2　杉田の年間行事（令和 4 年度）
「令和 4年度杉田地区協議会、神社運営委員会事業報告」より抜粋。
コロナ禍のため行事は一時的に縮小されていた。令和 7年度現在、浅間神社の秋の祭典
の宵祭りを除き通常開催。

※1　２日間で延べ 120人が参加	 	
※ 2　令和５年４月 16日の子安神社春の祭典は創建 200 年祭として行われた	

月　日 内　容 備　考　

4 月 17 日 子安神社春の祭典 神事のみ

5 月 7 日 杉田地区協議会総会 中止し資料配布

6 月 12 日 区有林下草刈り 地区協議会独自の活動　※ 1

9 月 11 日 区有林下草刈り 地区協議会独自の活動　※ 1

11 月 3 日 子安神社秋の祭典 神事のみ

11 月 13 日 浅間神社秋の祭典 神事のみ

12 月 31 日 浅間神社初詣準備、清掃 年の瀬の初詣は中止

1 月 1 日・2 日 浅間神社初詣 縁起物販売、お焚き上げ

1 月 31 日 子安神社冬の祭典 神事のみ

2 月 18 日 子安神社創建 200 年祭打合せ ※ 2

2 月 26 日 雲切不動尊祭典 祭事のみ

3 月 19 日 子安神社創建 200 年祭打合せ ※ 2
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に
行
わ
れ
る
「
内
房
た
け
の
こ
・
桜
ま
つ
り
」
の
実
行
委
員
長
も
務
め
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、協
議
会
は
対
外
的
な
活
動
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
協
議
会
は
各
集
落
（
町
内
会
）
で
行
わ
れ
る
祭
祀
行
事
に
つ
い

て
は
関
与
し
な
い
。
内
房
の
各
集
落
は
地
理
的
に
独
立
し
て
お
り
、
寺
社
や
祭

り
も
多
い
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

　
な
お
、
か
つ
て
は
婦
人
会
や
老
人
会
・
青
年
団
・
消
防
団
な
ど
、
内
房
地
区

を
単
位
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
下
部
組
織
も
存
在
し
た
。
婦
人
会
会
長
を
務
め
た

経
験
の
あ
る
望
月
志
津
子
氏
（
昭
和
一
三
年
生
）
に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
姑
が
婦

人
会
を
抜
け
る
と
嫁
が
入
る
と
い
う
よ
う
に
、
一
軒
に
つ
き
一
人
の
女
性
が
婦

人
会
に
加
入
し
て
い
た
。
内
房
婦
人
会
は
環
境
問
題
が
注
目
さ
れ
て
き
た
昭
和

三
〇
年
代
に
早
く
も
生
ご
み
を
土
に
戻
す
運
動
を
始
め
、
昭
和
五
〇
年
代
に
は

ご
み
の
分
別
収
集
、
平
成
に
入
る
頃
に
は
エ
コ
バ
ッ
グ
の
配
布
な
ど
に
い
ち
早

く
取
り
組
ん
だ
と
い
う
。
平
成
一
五
年
（
二
〇
〇
三
）
に
芝
川
町
連
合
婦
人
会

が
解
散
し
た
の
と
同
時
期
に
内
房
婦
人
会
も
解
散
し
た
が
、
有
志
で
「
内
房
女

性
の
会
」
を
結
成
し
、
一
時
は
約
七
〇
人
の
会
員
が
い
た
ほ
ど
に
活
発
に
活
動

し
て
い
た
。
ア
ル
ミ
缶
や
古
紙
の
回
収
で
資
金
を
得
て
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
を
各
町
内
会
の
集
会
所
に
配
付
し
た
り
、
花
を
植
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
た
り
、
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
講
習
会
を
行
っ
た
り
し
た
が
、
平
成
二
六
年

（
二
〇
一
四
）
に
解
散
し
た
。
老
人
会
や
青
年
団
も
な
く
な
り
、
現
在
は
消
防

団
が
残
る
の
み
で
あ
る
が
、
消
防
団
の
Ｏ
Ｂ
で
作
る
「
白し
ら
鳥と
り
愛あ
い
山ざ
ん
会か
い
」
が
麦
栽

培
を
行
い
、
八
月
に
尾
崎
で
行
わ
れ
て
い
る
カ
ワ
カ
ン
ジ
ョ
ー
（
川
供
養
、
第

二
編
第
二
章
第
三
節
）
の
継
承
に
尽
力
し
て
い
る
。

表 2-3　内房地区の自治会区分

表 2-4　内房地区協議会の組織

写真 2-3　稲瀬川

区　名 集　　落　　名

内房１区 瓜島・山口・野下・行道・竹ノ下

内房２区 仲・大嵐・廻沢・大晦日

内房３区 落合・相沼・塩出（山中を含む）

内房４区 尾崎（峯を含む）・瀬戸島・橋上

役　職 人数 備　　考
会　長 1 区長４名より選出、任期２年
副会長 2 同上
会　計 1 同上
書　記 1 事務局
委　員 13 町内会長、任期は１年が多い
監　事 4 前区長
顧　問 2 区長退任者の中から選出
相談役 2 市議会議員
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地
域
の
相
互
協
力

　
地
域
社
会
で
は
住
民
の
暮
ら
し
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
を
共
有
し

た
り
、
協
力
し
て
作
業
を
行
っ
た
り
す
る
。
共
有
財
産
と
し
て
は
、
前
節
で
触

れ
た
区
民
館
や
区
有
林
に
加
え
て
、
用
水
路
や
道
路
・
共
同
墓
地
・
防
災
倉
庫

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、そ
こ
に
保
管
さ
れ
て
い
る
備
品
等
も
含
ま
れ
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
を
維
持
管
理
す
る
た
め
に
共
同
作
業
を
行
う
。
例
え
ば
、
共
有
地
の
草

刈
り
（
写
真
２−

４
）
や
河
川
清
掃
、
道
路
の
修
繕
な
ど
で
あ
る
。
富
士
宮
市

域
で
特
徴
的
な
の
は
、
朝
霧
高
原
の
茅か
や
場ば

の
火
入
れ
や
、
水
の
乏
し
い
土
壌
で

農
業
を
行
う
た
め
に
発
達
し
た
多
く
の
用
水
路
の
管
理
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
か
つ
て
は
各
家
庭
の
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
地
域
で
共
同
作
業
を

行
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
農
村
地
帯
で
は
、
田
植
え
な
ど
人
手
が
必
要
な
時
季
に

は
互
い
に
労
働
力
を
貸
し
借
り
し
て
作
業
を
行
っ
た
。
あ
る
い
は
、
茅
屋
根
の

葺ふ

き
替
え
に
は
人
手
だ
け
で
な
く
多
く
の
茅
も
必
要
と
な
る
た
め
、
集
団
で
順

番
に
葺
き
替
え
を
行
っ
た
。

　
本
節
で
は
市
域
の
共
有
財
産
が
ど
の
よ
う
に
管
理
運
営
さ
れ
、
ま
た
ど
の
よ

う
な
共
同
作
業
が
行
わ
れ
て
き
た
の
か
、
具
体
的
に
見
て
い
き
た
い
。

根ね

原ば
ら
の
茅
場

　
根
原
は
朝
霧
高
原
の
北
端
に
位
置
し
、
広
大
な
茅
場
（
ス
ス
キ
草
原
）
を
有

し
て
い
る
。茅
場
は
か
つ
て
朝
霧
高
原
全
体
に
広
が
っ
て
い
た
と
い
う
が
、オ
ー

チ
ャ
ー
ド
グ
ラ
ス
な
ど
酪
農
の
た
め
の
外
来
牧
草
地
の
増
加
や
常
緑
針
葉
樹
の

植
林
、茅
場
の
管
理
の
停
滞
な
ど
に
よ
り
減
少
し
、現
在
は「
道
の
駅
朝
霧
高
原
」

西
側
か
ら
根
原
集
落
東
側
に
か
け
て
分
布
し
て
い
る
（
麻
生　

二
〇
一
八
）。

こ
の
う
ち
約
一
五
二
㏊
が
根
原
区
財
産
区
の
所
有
と
な
っ
て
お
り
、
明
治
二
二

年
（
一
八
八
九
）
に
旧
根
原
村
が
上
井
出
村
に
合
併
さ
れ
る
ま
で
は
旧
根
原
村

表 2-5　茅場管理の一年

写真 2-5　朝霧高原茅場の火入れ（ハギリ棒での消火作業）

写真 2-4　猪之頭共有地の草刈り

第
二
節
　
　
共
有
財
産
と
共
同
作
業

時　　期 作業内容

４月上旬 火入れ

７月 作業道の刈払い
10 ⽉上旬（防⽕線焼
きの約２週間前） 防火帯の刈払い

10 ⽉下旬 防火線焼き

12 ⽉初旬〜３⽉末 茅刈り
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の
共
有
地
で
あ
っ
た
。
な
お
、
財
産
区
は
特
別
地
方
公
共
団
体
の
一
つ
で
、
市

町
村
内
の
財
産
や
公
共
施
設
を
管
理
す
る
機
関
で
あ
る
。
富
士
宮
市
に
は
市
長

を
管
理
者
と
す
る
北
山
財
産
区
・
白
糸
財
産
区
・
上
井
出
財
産
区
の
三
支
部
の

財
産
区
が
あ
る
ほ
か
、
根
原
区
財
産
区
・
猪い

之の

頭か
し
ら

区
財
産
区
・
上
井
出
区
財
産

区
の
よ
う
に
区
に
属
す
る
財
産
区
も
あ
り
、
主
に
区
有
林
の
管
理
を
行
っ
て
い

る
。

　
ス
ス
キ
は
根
原
で
さ
ま
ざ
ま
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。
茅
葺
き
屋
根
や
炭
俵
の

材
料
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
甲
州
街
道
（
中な
か
道み
ち
往お
う
還か
ん
）
沿
い
の
集
落
で
あ
る
根

原
で
は
、
馬
草
（
馬
の
餌
）
と
し
て
も
欠
か
せ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
地
元

で
は
三
百
年
余
り
に
わ
た
っ
て
火
入
れ
を
繰
り
返
し
て
草
原
を
維
持
し
て
き
た

と
伝
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
平
成
一
〇
年
（
一
九
九
八
）
ご
ろ
か
ら
、
人
手
不

足
に
よ
り
国
道
一
三
九
号
東
側
の
区
域
の
火
入
れ
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
こ

で
、
草
原
の
自
然
環
境
の
保
全
を
目
的
と
し
て
、
平
成
一
九
年
度
か
ら
富
士
宮

市
が
根
原
住
民
と
共
に
火
入
れ
を
実
施
し
て
い
る
（
写
真
２−

５
）。

　
火
入
れ
が
行
わ
れ
る
の
は
四
月
上
旬
で
あ
る
。
全
体
の
指
揮
を
と
る
の
は
根

原
区
長
で
、
周
辺
を
見
渡
せ
る
場
所
を
転
々
と
し
て
火
の
広
が
り
具
合
を
確

認
し
な
が
ら
、
風
向
き
や
風
速
を
考
慮
し
て
各
所
に
指
示
を
出
す
（
根
原
区　

二
〇
一
八
ａ
）。
茅
に
火
を
つ
け
る
こ
と
を
「
火
を
引
く
」
と
い
い
、
茅
場
の

外
周
部
か
ら
、
ま
た
高
い
所
か
ら
低
い
所
に
向
か
っ
て
、
バ
ー
ナ
ー
で
火
を
入

れ
て
い
く
。
飛
び
火
や
残
り
火
は
、
ジ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
ー
タ
ー
や
ハ
ギ
リ
棒
で
速

や
か
に
消
火
す
る
。
ハ
ギ
リ
棒
は
一
～
一・
五
ｍ
ほ
ど
の
ヒ
ノ
キ
の
枝
で
、
葉

で
抑
え
る
よ
う
に
伏
せ
て
火
を
消
す
。
そ
し
て
、
春
の
火
入
れ
以
外
に
も
作
業

道
の
刈
払
い
や
防
火
線
焼
き
な
ど
の
作
業
が
必
要
と
な
る
た
め
、
表
２−

５
の

よ
う
な
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
茅
場
の
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
茅
を
刈
る

の
は
一
二
月
初
旬
か
ら
翌
年
三
月
末
ま
で
で
、
茅
刈
り
解
禁
日
は
茅
の
乾
燥
の

状
態
を
見
て
根
原
区
長
が
決
定
す
る
（
根
原
区　
二
〇
一
八
ｂ
）。

　
な
お
、
平
成
二
四
年
（
二
〇
一
二
）
三
月
に
は
、
根
原
区
財
産
区
の
ス
ス
キ

草
原
が
文
化
庁
の
「
ふ
る
さ
と
文
化
財
の
森
朝
霧
高
原
茅
場
」
に
設
定
さ
れ
、

主
に
屋
根
材
と
し
て
の
茅
の
安
定
供
給
を
目
的
と
し
た
体
制
づ
く
り
が
な
さ
れ

て
い
る
。

猪
之
頭
区
財
産
区
の
区
有
林

　
区
域
の
西
側
を
山
梨
県
と
接
し
て
い
る
猪
之
頭
で
は
、
県
境
と
な
っ
て
い
る

尾
根
か
ら
下
が
猪
之
頭
区
財
産
区
の
区
有
林
で
あ
る
（
写
真
２−

６
）。
南
側

は
白
糸
財
産
区
・
上
井
出
財
産
区
と
境
を
接
し
、
境
に
は
ヒ
バ
を
植
え
た
り
、

見
通
し
で
境
を
決
め
た
り
し
て
い
る
。
以
前
は
年
配
者
が
若
者
を
山
へ
連
れ
て

行
っ
て
境
を
教
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
山
林
は
昭
和
三
〇
年
代
ま
で
は
落
葉
樹

が
多
く
、
炭
に
焼
い
て
い
た
が
、
そ
れ
以
降
は
炭
の
需
要
も
減
っ
た
た
め
、
大

部
分
は
建
材
用
の
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
に
な
っ
て
い
る
（
中
島　
一
九
八
八
）。
か

つ
て
は
一
〇
〇
〇
㏊
の
山
林
を
一
四
の
隣
組
や
学
校
・
消
防
分
団
・
婦
人
会
・

神
社
・
寺
な
ど
に
分
け
、
植
栽
か
ら
伐
採
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
が
管
理
し
て
い
た
。

し
か
し
、
隣
組
と
し
て
六
、七
カ
所
の
山
を
管
理
し
、
下
草
刈
り
は
年
に
二
〇

日
以
上
実
施
し
た
う
え
、
神
社
や
寺

の
分
ま
で
氏う
じ

子こ

や
檀
家
と
し
て
管
理

を
行
う
の
は
、
住
民
に
と
っ
て
大
き

な
負
担
で
あ
っ
た
。
ま
た
近
年
、
安

価
な
輸
入
建
材
な
ど
に
よ
り
木
の
価

値
が
下
が
り
、
手
入
れ
を
し
な
く
な
っ

て
山
が
荒
れ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、

一
〇
年
ほ
ど
前
か
ら
区
が
管
理
を
行

う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
財
産
区
に

関
し
て
は
昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）

に
定
め
ら
れ
た
「
富
士
宮
市
猪
之
頭

区
財
産
区
隣
組
財
産
管
理
規
定
」
に

写真 2-6　猪之頭区財産区有地を示す看板
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よ
っ
て
管
理
さ
れ
、組
員
に
よ
る
区
有
林
の
売
買
や
譲
渡
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。

共
同
墓
地
に
関
し
て
も
管
理
規
定
が
あ
り
、
区
議
会
が
運
営
し
て
い
る
。

共
有
膳
椀

　
婚
礼
や
葬
儀
を
自
宅
で
行
っ
て
い
た
時
代
に
は
、
人
寄
せ
の
際
に
多
数
必
要

と
な
る
膳
椀
を
地
域
で
共
有
し
て
い
た
。
例
え
ば
猪
之
頭
の
上か
み
村む
ら
は
県
道
を
境

に
東
組
と
西
組
に
分
か
れ
て
お
り
、
膳
椀
も
組
ご
と
に
所
有
す
る
。
保
管
場
所

は
元
集
乳
場
の
建
物
の
内
部
を
二
分
し
て
棚
を
設
け
て
椀
小
屋
と
し
、
鍵
も
そ

れ
ぞ
れ
の
組
長
が
管
理
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
西
組
の
共
有
膳
椀
（
写
真
２−

７
）
の
内
訳
は
表
２−

６
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

　
上
井
出
の
上
原
に
も
椀
小
屋
が
あ
る
。
共
有
す
る
膳
椀
や
座
布
団
・
テ
ー
ブ

ル
な
ど
を
格
納
す
る
椀
小
屋
が
大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）
三
月
三
日
に
氏う
じ
神が
み

の
曽そ

我が

八
幡
宮
南
側
に
建
設
さ
れ
、
昭
和
四
五
年
（
一
九
七
〇
）
七
月
一
九
日

に
移
転
新
築
さ
れ
た
と
い
う
。
備
品
の
補
充
も
共
有
地
財
産
会
計
よ
り
支
出
し

て
い
る
（
木
本　
一
九
九
三
）。

　
上か

み
稲い
な
子こ

池
ノ
谷
の
後
藤
喜き

美み

夫お

氏
（
昭
和
三
年
生
）
に
よ
る
と
、
椀
小
屋
に

は
四
〇
人
分
の
椀
と
と
も
に
、
祭
り
に
使
う
太
鼓
と
鉦か
ね
も
保
管
し
て
あ
る
と
い

う
。
共
有
の
建
物
と
し
て
は
「
ツ
キ
ヤ
（
つ
き
屋
）」
と
呼
ぶ
水
車
小
屋
が
二

カ
所
（
上
村
と
下
村
）
あ
り
、
米
や
小
麦
、
ソ
バ
を
搗つ

い
た
そ
う
で
あ
る
。

用
水
路

　
富
士
宮
市
域
で
は
遅
く
と
も
戦
国
時
代
か
ら
用
水
路
が
作
ら
れ
、
灌か
ん
漑が
い
用
水

や
生
活
用
水
・
防
火
用
水
、
さ
ら
に
現
在
で
は
上
水
道
の
水
源
と
し
て
も
利
用

さ
れ
て
い
る
（
表
２−

７
）。
こ
れ
だ
け
た
く
さ
ん
の
用
水
路
が
作
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
、
湧
水
が
多
く
水
の
豊
か
な
イ
メ
ー
ジ
に
反
し
て
、
市
域
の
多
く
の
地

域
が
水
に
苦
労
し
て
き
た
歴
史
を
表
し
て
い
る
。
河
岸
段
丘
上
の
畑
よ
り
川
が

低
い
た
め
に
目
の
前
を
流
れ
て
い
て
も
川
か
ら
水
を
引
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
り
、
水
の
浸
み
込
み
や
す
い
火
山
灰
土
壌
で
は
用
水
が
保
持
で
き
な
か
っ
た

り
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
用
水
路
が
沢
の
上
を
渡
る
「
掛
け
樋と
い

」
や

地
中
を
通
る
「
埋
め
樋
」
な
ど
の
工
夫
が
随
所
で
見
ら
れ
る
（
写
真
２−

８
）。

現
在
の
用
水
路
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め

ら
れ
、
水
漏
れ
の
心
配
は
な
く
な
っ
た
。

　

北
山
用
水
（
本
門
寺
用
水
）
は
北
山
本

門
寺
の
願
い
を
受
け
た
徳
川
家
康
が
井
出

志し

摩ま

守の
か
み

正ま
さ

次つ
ぐ

に
作
ら
せ
た
と
伝
わ
る
。
内う
つ

野の

の
横
手
沢
で
芝
川
か
ら
取
水
し
、
山
宮

用
水
・
万ま
ん

野の

用
水
・
外と

神が
み

用
水
・
宮
原
用

水
な
ど
に
分
岐
し
、
受
益
面
積
は
一
五
〇

㏊
に
及
ぶ
。
現
在
、
北
山
用
水
を
管
理
す

る
北
山
用
水
運
営
協
力
委
員
会
は
、
北
山

一
区
～
四
区
お
よ
び
山
宮
一・
二・
四
区
か

ら
選
出
さ
れ
た
二
一
人
の
用
水
委
員
に
よ
っ

写真 2-7　猪之頭上村西組膳椀

表 2-6　猪之頭上村西組の共有膳椀

写真 2-8　埋樋改築記念碑（北山）

種類 大きさ（mm） 数

親椀 径 114 ×高さ 70
蓋径 89 ×高さ 23 30

汁椀 径 106 ×高さ 80 30

平椀 径 125 ×高さ 58 30

坪椀 径 98 ×高さ 68 30

古い平椀 径 129 ×高さ 66 17

折敷 幅 366 ×奥行 367 ×高さ 30 28

モロ箱 幅 600 ×奥行 301 ×高さ 73 10
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て
構
成
さ
れ
、
そ
の
う
ち
五
人
を
水
路
看
視
係
と
し
て
水
利
調
整
や
修
繕
を
行

う
。
ま
た
年
二
回
本
流
を
止
水
し
、
三
月
第
二
日
曜
日
に
土
砂
清
掃
、
七
月
最

終
日
曜
日
に
は
草
刈
り
を
区
民
総
出
で
実
施
す
る
（
写
真
２−

９
）。
北
山
用

水
の
恩
恵
を
受
け
る
集
落
が
協
力
し
て
維
持
管
理
し
て
い
る
の
で
あ
る
。な
お
、

令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
に
は
北
山
用
水
が
「
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
」
に

登
録
さ
れ
た
。

　
特
に
下
流
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
十
分
な
量
の
用
水
が
確
保
で
き
る
か

は
死
活
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
水
不
足
の
時
に
は
た
び
た
び
水
争
い
が
起

き
た
と
い
う
。
万
野
は
水
が
浸
み
込
み
や
す
く
地
下
水
に
も
恵
ま
れ
な
い
土
地

柄
だ
っ
た
。
万
野
用
水
は
北
山
用
水
か
ら
分
水
し
た
山
宮
用
水
を
利
用
し
て
い

る
が
、
通
水
に
は
非
常
に
苦
労
し
た
。
山
宮
小
学
校
近
く
の
分
水
地
点
に
は
、

か
つ
て
万
野
の
人
た
ち
が
水
を
盗
ら
れ
な
い
よ
う
見
張
り
に
来
て
い
て
、「
万ま
ん

野の

番ば
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。

　
内う
つ
房ぶ
さ
で
も
干
ば
つ
時
に
は
水
争
い
が
あ
り
、
集
落
ご
と
に
水
の
番
が
立
て
ら

れ
た
と
い
う
が
、
ダ
イ
ナ
台
風
（
一
九
五
二
年
）
の
後
は
用
水
路
が
整
備
さ
れ

て
漏
水
も
な
く
な
り
、
川
の
勾
配
を
緩
や
か
に
す
る
た
め
の
堰え
ん
堤て
い
も
作
ら
れ
て

水
争
い
は
な
く
な
っ
た
（
東
京
学
芸
大
学
岩
田
研
究
室　
一
九
九
九
）。

　
渋
沢
用
水
は
富
丘
小
学
校
（
淀よ

師ど
し
）
近
く
の
渋
沢
の
湧
水
を
集
め
て
大
宮
の

市
街
地
へ
送
っ
て
お
り
、
渋
沢
用
水
よ
り
上
は
畑
、
そ
の
下
は
田
ん
ぼ
だ
っ
た

と
い
う
。『
大
宮
町
誌
』
に
は
江
戸
時
代
に
大
宮
と
淀
師
の
間
で
交
わ
さ
れ
た

取
り
決
め
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
樋
の
寸
法
や
水
路
破
損
時
の
修
繕
の
担

当
、
砂
浚さ
ら
い
の
区
域
な
ど
が
細
か
く
定
め
ら
れ
て
お
り
、
水
を
め
ぐ
っ
て
争
い

や
話
し
合
い
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
現
在
、
春
に
水
路
掃
除
を

行
い
、
大
雨
の
時
は
水
路
係
が
水
量
を
調
節
す
る
。

写真 2-9　北山用水の草刈り

表 2-7　富士宮市の主な用水
小学校社会科地域学習資料『ふじのみや』より作成。

番号 用　水　名 取
しゅ

　水
すい

　位
い

　置
ち

取
しゅ

水
すい

河
か

川
せん

名
めい

1 人
ひと

穴
あな

用
よう

水
すい

猪
い

之
の

頭
かしら

字
あざ

笹
ささ

峯
みね

芝
しば

　　　川
かわ

2 大 橋 用 水 猪 之 頭 字 笹 峯 芝　　　川
3 中 村 用 水 猪 之 頭 字 中 村 芝　　　川
4 足

あし
形
がた

下
しも

用 水 内
うつ

野
の

字 坂
さか

下
した 芝　　　川

5 内 野 用 水 内 野 字 北 谷 戸 芝　　　川
6 北 山 用 水 内 野 字 鍋

なべ
久
く

保
ぼ 芝　　　川

7 半
はん

野
の

用 水 内 野 字 和 田 川 原 芝　　　川
8 原 用 水 原 字 山 神 芝　　　川
9 上

かみ
井
い

出
で

用 水 上 井 出 字 芝 川 芝　　　川
10 狩

かり
宿
やど

用 水 上 井 出 字 滝 元 芝　　　川
11 大

おお
堰
せぎ

用 水 上
かみ

条
じょう

字 千
せん

居
ご 芝　　　川

12 中
なか

堰
せぎ

用 水 上 条 字 水 ノ 口 芝　　　川
13 新

しん
堀
ぼり

用 水 精
しょう

進
じん

川
がわ

字 徳
とく

瀬
せ 芝　　　川

14 代
だい

官
かん

寺
じ

用 水 精 進 川 字 川 欠 芝　　　川
15 長

なが
瀞
とろ

用 水 精 進 川 字 前 田 芝　　　川
16 安

あ
居
ご

山
やま

用 水 猫
ねこ

沢
さわ

字 清
し

水
みず 芝　　　川

17 三
さん

区
く

用 水 上
かみ

柚
ゆ

野
の 芝　　　川

18 久
く

保
ぼ

用 水 西 山 片 熊 芝　　　川
19 鈴

すず
又
また

用 水 西 山 小 森 芝　　　川
20 阿

あ
原
わら

口
ぐち

用 水 青
あお

木
き

字 東 谷 戸 潤
うる

井
い

川
かわ

21 野 中 用 水 大 中 里 字 東 田 潤 井 川
22 山本谷

や
戸
と

用水 山 本 字 谷 戸 潤 井 川
23 木

き
ノ行

ぎょう
寺
じ

用水 小 泉 字 木 ノ 行 寺 弓
ゆみ

沢
ざわ

川
かわ

24 桜
さくら

田
だ

用 水 小 泉 字 タ ヤ 弓 沢 川
25 水

みず
久
く

保
ぼ

用 水 青 木 字 西 山 大 堰 川
26 長

なが
貫
ぬき

用 水 長 貫 富 士 川
27 風

かざ
祭
まつり

用 水 淀
よど

師
し

字 渋
しぶ

沢
さわ

前
まえ 風 祭 川

28 新 堀 用 水 猫
ねこ

沢
ざわ 猫 沢 川

29 大 久 保 用 水 西 山 西山発電所
30 羽

は
鮒
ぶな

用 水 西 山 安居山用水
31 江

え
柏
がしわ

用 水 青 木 字 中 川 原 足
あし

取
とり

川
かわ

32 黒 田 用 水 黒 田 字 泉 方
ほう

辺
べ

川
がわ

33 下
した

堀
ぼり

用 水 西 山 三 沢 川
34 洞

ほら
堀
ぼり

用 水　 下 条 田 尻 三 沢 川
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杉
田
も
水
が
乏
し
い
土
地
で
、
灌
漑
用
水
だ
け
で
な
く
、
生
活
用
水
に
も
苦

労
し
た
。
杉
田
用
水
は
杉
田
滝
ノ
上
の
湧
水
を
水
源
と
し
て
お
り
、
安
養
寺
の

恩お
ん
智ち

養よ
う
宗そ
う
和
尚
が
文ぶ
ん
久き
ゅ
う

二
年（
一
八
六
二
）に
隧ず
い
道ど
う
を
完
成
さ
せ
た
と
伝
わ
る
。

杉
田
久
保
と
久く

沢ざ
わ
新し
ん
田で
ん
（
富
士
市
）
が
水
利
権
を
持
っ
て
お
り
、
安
養
寺
の
貯

水
タ
ン
ク
内
が
上
下
に
分
か
れ
、
上
が
久
保
、
下
が
久
沢
新
田
へ
と
流
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
に
杉
田
新あ
ら
屋や

敷し
き
ま
で
パ
イ
プ

を
延
ば
し
た
。
こ
の
用
水
は
水
量
が
少
な
か
っ
た
が
、
杉
田
に
上
水
道
が
通
っ

た
の
は
昭
和
三
八
～
三
九
年
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
ま
で
久
保
で
は
こ
の
簡
易

水
道
だ
け
で
生
活
し
て
い
た
と
い
う
。
貯
水
タ
ン
ク
に
最
も
近
い
渡
邉
家
（
屋

号「
久
保
の
シ
ン
ヤ
」）で
は
、冬
に
水
量
が
減
る
と
一
番
先
に
水
が
少
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
す
る
と
、
渡
邉
家
が
預
か
っ
て
い
る
バ
ル
ブ
（
写
真
２−
10
）
で

タ
ン
ク
の
水
を
止
め
て
取
水
制
限
を
し
た
と
い
う
。
渡
邉
家
の
娘
で
あ
る
杉
田

み
ち
子
氏
（
昭
和
二
七
年
生
）
に
よ
る
と
、
水
の
少
な
い
杉
田
で
は
、
普
段
か

ら
桶
に
溜
め
る
な
ど
し
て
、
水
を
大
切
に
し
て
い
た
と
い
う
。

　
同
じ
杉
田
の
新し
ん
梨な
し
と
大だ
い
宝ほ
う
坊ぼ
う
で
は
、「
新
梨
・
大
宝
坊
水
道
組
合
」
が
組
織

さ
れ
、
令
和
五
年
時
点
で
新
梨
九
軒
・
大
宝
坊
八
軒
の
計
一
七
軒
が
加
入
し
て

い
る
。「
杉
田
の
水
飲
み
場
」
を
水
源
と
し
、
貯
水
タ
ン
ク
を
設
置
し
て
パ
イ

プ
で
水
を
引
い
て
農
業
用
水
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。
パ
イ
プ
が
で
き
た
昭
和

三
五
年
ご
ろ
ま
で
は
竹
の
ト
ヨ
（
樋
）
を
用
い
て
い
た
。
ト
ヨ
が
外
れ
た
り
割

れ
た
り
し
て
水
が
止
ま
る
と
、
漏
水
箇
所
を
皆
で
探
し
た
と
い
う
。
三
月
に
は

水
源
脇
の
カ
シ
の
木
の
根
元
に
あ
る
水
神
の
祭
り
と
同
時
に
タ
ン
ク
や
パ
イ
プ

周
辺
の
清
掃
を
行
う
（
写
真
２−

11
）。
タ
ン
ク
脇
に
は
弘こ
う

法ぼ
う

大だ
い

師し

が
祀ま
つ

ら
れ
、

「
大
正
二
年
三
月
二
十
一
日　
新
梨
組
合
建
之
」
の
銘
が
あ
る
。

ユ
イ
と
茅
無む

尽じ
ん

　
昭
和
三
〇
年
代
ま
で
、
田
植
え
な
ど
一
度
に
大
勢
の
人
手
が
必
要
な
農
作
業

を
仲
間
で
行
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
仲
間
を
ユ
イ
と
い
い
、
労
働
力
を
人
数

と
日
数
で
数
え
て
貸
し
借
り
し
た
。

　
内
房
で
は
ユ
イ
は
隣
組
単
位
で
行
わ
れ
た
。
馬
は
人
間
二
人
分
に
当
た
り
、

馬
を
一
頭
借
り
た
場
合
に
は
、
馬
を
操
る
人
一
人
分
と
合
わ
せ
て
三
人
分
の
労

働
力
を
返
し
た
。
ま
た
、
例
え
ば
自
分
の
家
が
二
日
間
人
手
を
借
り
た
の
に
、

相
手
の
家
の
作
業
が
一
日
で
終
わ
っ
た
場
合
は
、
一
日
分
を
お
金
で
返
し
た
と

い
う
（
東
京
学
芸
大
学
岩
田
研
究
室　
一
九
九
九
）。

　
淀
師
で
は
労
働
力
を
返
す
こ
と
を
「
ユ
イ
返
し
」
と
い
い
、
も
と
も
と
は
労

働
力
を
金
銭
や
物
で
返
す
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
ユ
イ
返
し
が
で
き
な

い
家
が
次
第
に
増
え
て
、金
銭
で
支
払
う「
農
払
い
」が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
（
淀
師
区
誌
編
集
委
員
会　
二
〇
〇
〇
）。

　

茅
屋
根
の
葺
き
替
え
も
人
手
が
必
要
な
作
業
で
あ
る
。
猪
之
頭
で
は
「
茅

無
尽
」
と
い
っ
て
、
仲
間
で
茅
を
一
駄だ

か
二
駄
ず
つ
集
め
（
一
駄
は
馬
一
頭

で
運
べ
る
量
で
六
〇
㎏
前
後
）、
毎
年
何
軒
か
ず
つ
順
番
に
葺
き
替
え
を
行
っ

た
。
し
か
し
、
ト
タ
ン
が
普
及
す
る
に
つ
れ
、
茅
屋
根
は
姿
を
消
し
た
（
中
島　

一
九
八
八
）。

写真 2-10　杉田用水貯水タンクのバルブ
　　　　　　（杉田みち子氏保管）

写真 2-11　湧水地の清掃（杉田）
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親
戚
と
イ
ッ
ト
ー

　
血
縁
や
婚
姻
で
結
ば
れ
た
関
係
を
親
戚
と
呼
ぶ
。
親
類
と
も
い
う
が
、
最
近

は
親
戚
と
い
う
語
の
方
が
よ
く
使
わ
れ
る
。
親
戚
の
付
き
合
い
は
、
例
え
ば
結

婚
式
や
葬
式
へ
の
参
列
、
盆
暮
れ
の
挨
拶
な
ど
に
あ
ら
わ
れ
る
。
し
か
し
、
ど

こ
ま
で
を
親
戚
と
考
え
る
か
は
個
人
差
が
あ
り
、
ま
た
近
年
は
そ
の
範
囲
が
狭

ま
る
傾
向
に
あ
る
。

　
一
方
、
家
同
士
の
関
係
を
表
す
語
と
し
て
、
一
族
の
元
の
家
で
あ
る
本
家
を

オ
ー
ヤ
（
大
屋
）
と
い
い
、
オ
ー
ヤ
か
ら
分
か
れ
た
家
を
シ
ン
ヤ
（
新
屋
）
や

イ
ン
キ
ョ
（
隠
居
）
と
い
う
（
写
真
２−

12
）。
内う
つ

房ぶ
さ

一
区
で
は
長
男
夫
婦
に

家
督
を
譲
る
際
、
両
親
が
次
男
以
下
を
引
き
連
れ
て
別
棟
に
移
り
住
み
、
や
が

て
そ
の
ま
ま
新
た
な
分
家
と
な
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
よ
う
な
形
で
分
家
し
た

家
は
イ
ン
キ
ョ
ヤ
と
い
う
屋
号
で
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
（
東
京
学
芸

大
学
岩
田
研
究
室　
一
九
九
九
）。

　
ま
た
、本
家・分
家
関
係
に
あ
る
一
族
全
体
を
イ
ッ
ト
ー（
一
統
）と
呼
ぶ（
写

真
２−

13
）。
同
じ
姓
で
も
別
の
イ
ッ
ト
ー
の
場
合
に
は「
筋
が
違
う
」と
い
い
、

自
分
の
イ
ッ
ト
ー
以
外
を
丁
寧
に「
ゴ
イ
ッ
ト
ー
サ
ン
」と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。

富
士
宮
市
域
で
は
、
イ
ッ
ト
ー
が
先
祖
を
共
通
に
し
た
子
孫
同
士
で
あ
る
と
い

う
認
識
は
あ
る
も
の
の
関
係
は
比
較
的
希
薄
で
、
イ
ッ
ト
ー
で
特
別
な
行
事
を

行
う
こ
と
は
多
く
な
い
。
次
に
、
数
少
な
い
そ
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

同
族
の
祭
り

　
内
房
は
集
落
ご
と
に
同
じ
姓
の
家
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
例
え

ば
仲な
か
で
は
三
〇
軒
の
う
ち
二
七
軒
が
望
月
姓
で
あ
る
た
め
、
お
互
い
を
屋
号
で

呼
び
合
う
。
屋
号
は
本
家
・
分
家
関
係
や
本
家
か
ら
見
た
位
置
な
ど
に
基
づ
く

こ
と
が
多
い
。
ま
た
、山
口
の
常
盤
イ
ッ
ト
ー
や
瓜う
り
島じ
ま
の
佐
野
イ
ッ
ト
ー
は「
武

田
の
落お

ち
人う
ど
」
が
定
着
し
た
一
族
と
伝
わ
り
、
甲か

斐い

（
山
梨
県
）
と
の
関
係
が
語

ら
れ
る
。内
房
で
は
イ
ッ
ト
ー
の
結
び
つ
き
も
強
く
、瓜
島
で
は
深
澤
イ
ッ
ト
ー

が
「
お
そ
っ
さ
ん
」
を
祀ま
つ
り
、佐
野
イ
ッ
ト
ー
が
諏す

訪わ

大だ
い
明み
ょ
う

神じ
ん
を
祀
っ
て
い
る
。

お
そ
っ
さ
ん
と
は
、
お
祖
師
様
、
す
な
わ
ち
日
蓮
宗
開
祖
の
日
蓮
を
指
す
。
一

方
、
尾お

崎さ
き
で
は
遠
藤
姓
が
多
く
、
そ
の
中
で
上
り
藤
の
家
紋
を
持
つ
一
族
一
二

軒
（
か
つ
て
は
一
四
軒
）
が
遠
藤
八
幡
を
祀
っ
て
い
る
。
同
じ
遠
藤
姓
で
も
下

が
り
藤
の
一
族
は
参
加
し
な
い
。
そ
の
祭
祀
状
況
を
見
て
み
よ
う
。

　
尾
崎
北
交
差
点
の
脇
に
祀
ら
れ
る
遠
藤
八
幡
は
「
遠
藤
ガ
ミ
サ
マ
」
と
も
呼

ば
れ
る
。
こ
の
場
所
に
は
昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
）
ま
で
集
会
所
や
消
防
ポ

ン
プ
が
あ
り
、
尾
崎
町
内
会
の
中
心
で
あ
っ
た
。
二
基
の
石せ
き

祠し

と
「
遠
藤
氏
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写真 2-12　「大屋」を示す墓（内房）

写真 2-13　「一統」と記された石柱（杉田）
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先
祖
代
々
墓
」（
享き
ょ
う

保ほ
う

一
五
年
）
が

あ
り
、
石
祠
に
は
銘
文
が
無
い
が
、

祭
日
の
幟の
ぼ
り

に
よ
っ
て
八は
ち

幡ま
ん

大だ
い

菩ぼ

薩さ
つ

と
老ろ
う

婆ば

大だ
い

善ぜ
ん

神し
ん

を
祀
る
も
の
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
毎
年
四
月
中

旬
に
行
わ
れ
る
祭
り
で
は
、
三
軒

ず
つ
が
当
番
と
な
り
、
幟
立
て
と

供
物
の
準
備
を
行
う
。
本ほ
ん

成じ
ょ
う

寺じ

住

職
（
日
蓮
宗
）
が
石
祠
に
向
け
て

読
経
を
行
い
（
写
真
２

−

14
）、
題だ
い

目も
く

を
唱
え
る
間
に
参
拝
者
が
線
香

を
手
向
け
る
。
さ
ら
に
代
々
墓
に

も
住
職
が
読
経
を
行
い
、
最
後
に

皆
で
お
神み

酒き

を
い
た
だ
く
。

　
こ
の
よ
う
な
同
族
信
仰
は
、
静
岡
県
内
で
は
榛は
い
原ば
ら
郡
川
根
本
町
梅う
め
地じ

の
山
の

神
祭さ
い
祀し

や
伊
豆
市
原わ
ら
保ぼ

の
同
族
講
な
ど
報
告
事
例
は
少
な
い
が
、
甲
州・信
州・

北
関
東
で
は
広
く
み
ら
れ
る
（
静
岡
県　
一
九
八
九・一
九
九
三
）。
例
え
ば
山

梨
県
北ほ
く
杜と

市
須す

玉た
ま
町
で
は
、
マ
キ
（
一
族
）
ご
と
に
イ
エ
ー
ジ
ン
（
祝
神
）
を

祀
り
、
三
月
初は
つ
午う
ま
に
オ
ヒ
マ
チ
（
お
日
待
）
を
す
る
（
山
梨
県　
二
〇
〇
三
）。

実
施
形
態
に
は
違
い
も
あ
る
が
、
同
族
の
祭
り
と
し
て
遠
藤
八
幡
の
類
似
例
と

言
え
る
で
あ
ろ
う
。

カ
ネ
オ
ヤ
と
子
分

　

血
縁
は
無
い
が
結
婚
に
際
し
て
仲な
こ

人う
ど

と
は
別
に
擬
制
的
な
親
子
関
係
を
結

び
、生
涯
に
わ
た
っ
て
親
戚
の
よ
う
な
付
き
合
い
を
す
る
カ
ネ
オ
ヤ
（
鉄
漿
親
）

あ
る
い
は
オ
ヤ
ブ
ン
（
親
分
）、
オ
ヤ
（
親
）
と
呼
ば
れ
る
習
俗
が
あ
っ
た
。

内う
つ
野の

の
佐
野
喜よ
し
三ぞ
う
氏
（
昭
和
五
年
生
）
に
よ
れ
ば
、
結
婚
に
際
し
て
嫁
方
婿
方

双
方
に
立
て
る
「
世
話
人
」
夫
婦
と
は
別
に
カ
ネ
オ
ヤ
夫
婦
を
一
組
立
て
た
。

結
婚
す
る
本
人
は
コ
ブ
ン
（
子
分
）
あ
る
い
は
コ
ド
モ
（
子
供
）
と
呼
ば
れ
た
。

カ
ネ
オ
ヤ
は
子
分
に
と
っ
て
の
後
見
人
の
よ
う
な
役
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
下
条
出
口
の
佐
野
寅と

ら
雄お

氏
（
昭
和
三
年
生
）
の
カ
ネ
オ
ヤ
は
富ふ

士じ

正ま
さ
酒
造
の

「
親
父
」
で
、結
婚
式
に
出
て
も
ら
い
、息
子
の
名
付
け
親
に
も
な
っ
て
も
ら
っ

た
。
富
士
正
の
当
主
は
地
域
の
顔
役
で
、
出
口
で
は
富
士
正
に
カ
ネ
オ
ヤ
を
頼

む
人
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
星ほ
し

山や
ま

の
深
澤
鈴れ
い

子こ

氏
（
昭
和
二
一
年
生
）

に
よ
れ
ば
、
先
代
夫
妻
が
多
く
の
「
仲
人
」
を
務
め
た
の
で
大
勢
の
子
分
が
お

り
、
子
分
は
先
代
夫
妻
を
「
お
父
さ
ん
」「
お
母
さ
ん
」
と
呼
び
、
葬
式
や
田

ん
ぼ
な
ど
を
手
伝
い
に
来
て
く
れ
た
と
い
う
。
こ
の
場
合
に
は
仲
人
が
子
分
の

オ
ヤ
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
上
井
出
の
木
本
家
で
は
「
先
代
か
ら
子
分
は
自

分
の
子
供
同
様
に
お
付
き
合
い
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
守
っ
て
き
た
」
と
弥や

太た

郎ろ
う

氏
（
当
時
八
六
歳
）
が
自
著
『
人じ
ん
迹せ
き
の
記
録
』
に
記
し
て
い
る
。
弥
太
郎
氏
は

三
六
組
の
「
結
婚
仲
立
ち
」
を
務
め
た
。
こ
れ
ら
の
事
例
で
は
地
元
の
旧
家
が

カ
ネ
オ
ヤ
あ
る
い
は
仲
人
を
依
頼
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、『
神
田
区
誌
』
で
は
昭
和
初
年
の
婚
礼
に
つ
い
て
、
仲
人
と
は
別

に
近
所
の
親
し
い
人
か
親
戚
を
「
親
分
」
に
立
て
、「
将
来
に
わ
た
っ
て
嫁
の

力
に
な
っ
て
く
れ
る
」
人
だ
と
し
て
い
る
。
オ
ヤ
に
求
め
ら
れ
る
の
は
家
柄
や

経
済
力
と
は
限
ら
ず
、
付
き
合
い
の
深
さ
が
重
視
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
い

ず
れ
に
し
て
も
子
分
の
幸
せ
を
願
っ
て
結
ば
れ
た
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
に
変
わ

り
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
カ
ネ
オ
ヤ
の
制
度
は
か
つ
て
駿
東
か
ら
富
士
川
流
域
に
広
く
み
ら
れ
、
市
域

で
は
内
野
・
下
条
・
杉
田
・
上か
み

稲い
な

子こ

で
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
た
（
静
岡
県　

一
九
九
三
）。
し
か
し
、平
成
一
一
年
刊
行
の『
淀
師
区
誌
』は「
カ
ネ
親
」を「
今

は
全
く
そ
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
形
式
上
の
役
」
と
し
て
い
る
。
現
在
で
は
仲

人
や
世
話
人
も
立
て
な
く
な
り
、
結
婚
は
家
同
士
の
結
び
つ
き
よ
り
も
個
人
の

相
性
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

写真 2-14　遠藤八幡の祭礼（2024 年 4 月 14 日）
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第
四
節
　   

青
年
団

若
者
組
の
活
動

　
内う
つ
房ぶ
さ
相そ
う
沼ぬ
ま
の
富
士
浅
間
神
社
に
あ
る
文ぶ
ん
化か

元
年
（
一
八
〇
四
）
の
石い
し
灯ど
う
籠ろ
う
に

は
「
施
主
当
村
若
者
中
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
（
写
真
２−

15
）。
旧
相
沼
村
の

青
年
た
ち
が
協
力
し
て
寄
進
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。市
内
に
は
こ
の
よ
う
な「
若

者
」「
若
衆
」
と
彫
ら
れ
た
石
造
物
が
四
四
基
あ
る
（
表
２−

８
）。
最
も
古
い

も
の
は
寛か
ん
延え
ん
二
年
（
一
七
四
九
）
に
建
造
さ
れ
て
お
り
、
遅
く
と
も
こ
の
頃
に

は
ム
ラ
（
村
落
）
の
青
年
た
ち
の
組
織
が
存
在
し
た
こ
と
が
知
れ
る
。
こ
の
組

織
は
「
若
者
中
」「
若
衆
組
」「
若
衆
仲
間
」
な
ど
と
呼
ば
れ
（
以
下
「
若
者
組
」

と
表
記
す
る
）、
ム
ラ
に
在
住
す
る
男
子
は
一
定
の
年
齢
（
多
く
は
一
五
歳
や

一
七
歳
）
に
達
す
る
と
加
入
し
、
二
五
歳
ま
た
は
三
〇
歳
、
あ
る
い
は
結
婚
す

る
ま
で
、
仲
間
と
共
に
活
動
し
た
。

　
天て
ん
保ぽ
う
一
四
年
（
一
八
四
三
）
か
ら
文ぶ
ん
久き
ゅ
う

三
年
（
一
八
六
三
）
に
大
宮
町
の
横

関
家
当
主
が
記
し
た
『
袖そ
で

日に
っ

記き

』
に
も
「
若
イ
者
」「
若
イ
衆
」
が
た
び
た
び

登
場
す
る
。彼
ら
は
浅
間
神
社（
現
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
、以
下「
浅
間
大
社
」）

の
流や
ぶ
さ
め
鏑
馬
祭さ
い
と
御お

田た

植う
え
祭さ
い
に
俄に
わ
か

（
芝
居
）
を
催
し
た
り
屋
台
を
出
し
た
り
し
て

い
た
。
当
時
の
若
者
組
の
主
な
活
動
は
祭
り

と
警
防
で
、
ム
ラ
の
組
織
の
一
つ
と
し
て
公

的
な
活
動
を
担
っ
て
い
た
。

　
ま
た
、
安あ
ん
政せ
い
五
年
（
一
八
五
八
）
に
は
連れ
ん

雀じ
ゃ
く・
青あ
お
柳や
ぎ
・
新し
ん
宿し
ゅ
く・
伝て
ん
馬ま

（
現
東
町
）
で
「
若

者
議
定
書
」（
市
所
蔵
）が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

博ば
く
打ち

や
喧け
ん
嘩か

の
禁
止
、
倹
約
、
近
隣
村
と
の

付
き
合
い
方
な
ど
、「
若
者
」
が
守
る
べ
き

ル
ー
ル
や
心
掛
け
る
べ
き
事
柄
が
示
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
一
〇
年
間
に
仲

間
に
加
わ
っ
た
者
た
ち
の
署
名
が
見
え
る
。
若
者
組
に
は
若
者
を
訓
練
し
て
成

長
を
促
し
、
一
人
前
の
社
会
人
に
育
て
る
た
め
の
仕
組
み
が
あ
っ
た
。

若
者
組
か
ら
青
年
団
へ

　
旧
内
房
村
の
各
集
落
に
も
江
戸
時
代
に
は
「
若
衆
仲
間
」
あ
る
い
は
「
若
衆

連
」
と
呼
ば
れ
る
組
織
が
あ
っ
た
。
先
述
し
た
相
沼
の
「
若
者
中
」
も
そ
れ
ら

の
う
ち
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
従
来
の
組
織
を
基
盤
と
し
て
、
明
治
四
三

年
（
一
九
一
〇
）
四
月
二
三
日
に
内
房
青
年
会
が
設
立
さ
れ
た
。
さ
ら
に
大
正

二
年
（
一
九
一
三
）
に
は
組
織
改
編
が
行
わ
れ
、
学
術
部
・
農
業
部
・
体
育
部
・

風
紀
部
・
非
常
部
の
五
部
が
置
か
れ
た
。『
内
房
村
誌
』
に
よ
れ
ば
、
当
時
の

内
房
青
年
会
は
村
内
の
一
五
歳
以
上
三
〇
歳
以
下
の
男
子
で
構
成
さ
れ
、
特
別

会
員
や
名
誉
会
員
を
含
め
た
会
員
数
は
四
五
〇
人
以
上
で
あ
っ
た
。

　
大
宮
町
で
も
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
青
年
会
が
発
足
し
、
大
正
五
年

（
一
九
一
六
）
九
月
に
青
年
団
と
改
称
さ
れ
た
。
翌
大
正
六
年
一
〇
月
一
日
か

ら
施
行
さ
れ
た
大
宮
青
年
団
団
則
に
よ
れ
ば
、
当
団
の
目
的
は
「
団
員
ヲ
シ
テ

忠
孝
ノ
本
義
ヲ
体
シ
智
徳
ヲ
涵か

ん
養よ
う
シ
心
身
ヲ
鍛
錬
シ
以
テ
健
全
ナ
ル
国
民
善
良

ナ
ル
公
民
タ
ル
ノ
素
養
ヲ
得
シ
ム
ル
」
こ
と
、
す
な
わ
ち
心
身
と
も
に
健
全
な

国
民
を
育
成
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
正
団
員
は
「
大
宮
町
字
大
宮
内
ニ
居
住
ス

ル
男
子
」
で
義
務
教
育
を
修
了
し
た
者
お
よ
び
同
年
齢
（
一
二
歳
）
以
上
二
五

歳
未
満
の
者
と
さ
れ
、
役
員
と
し
て
団
長
・
副
団
長
・
幹
事
長
・
幹
事
・
班

長
・
評
議
員
・
顧
問
・
植
林
委
員
を
置
い
た
。
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
こ
ろ

の
会
員
数
は
七
四
一
人
で
、
植
林
の
経
営
、
桑
園
・
茶
園
の
耕
作
、
秋
冬
両
季

の
消
防
夜
警
、
里
道
・
水
路
の
修
理
、
補
習
教
育
の
奨
励
、
巡
回
講
演
会
、
討

論
会
、
図
書
回
覧
、
団
体
見
学
、
教
練
朝
起
会
な
ど
を
行
っ
た
と
い
う
（
大
宮

町　
一
九
三
〇
）。

写真２-15   若者中が寄進した相沼の
石灯籠（台座部分）
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こ
の
よ
う
に
、
明
治
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
若
者
組
は
青
年
団
（
大
正
初

期
ま
で
は
青
年
会
）へ
と
改
編
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
日
露
戦
争（
明

治
三
七
年
〈
一
九
〇
四
〉
二
月
～
明
治
三
八
年
九
月
）
の
影
響
が
あ
る
。
こ
の

戦
争
に
お
け
る
若
者
た
ち
の
銃じ
ゅ
う

後ご

活
動
（
直
接
戦
闘
に
加
わ
ら
な
い
戦
争
支
援

の
活
動
）
に
着
目
し
た
政
府
は
、
若
者
組
を
「
風
俗
ノ
矯
正
、
智
徳
ノ
啓
発
、

体
格
ノ
改
良
其
ノ
他
各
種
公
益
事
業
ノ
幇ほ
う

助じ
ょ

」
を
目
的
と
し
て
「
誘
致
指
導
」

す
る
よ
う
指
示
を
出
し
た
。
静
岡
県
で
も
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）、
青
年

会
の
夜
学
会
や
体
育
、
軍
事
後
援
活
動
（
補
助
労
働
・
献
金
）
な
ど
を
推
し
進

め
て
「
青
年
修
養
の
機
関
」
と
し
て
い
く
方
針
が
示
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
若

者
た
ち
の
活
動
に
は
奉
仕
作
業
や
軍
事
後
援
事
業
、
文
化
・
娯
楽
的
活
動
が
加

わ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
静
岡
県　
一
九
九
三
）。

昭
和
初
期
の
青
年
団
活
動

　
昭
和
戦
前
期
の
青
年
団
活
動
に
つ
い
て
は
、
各
区
誌
の
記
録
に
詳
し
い
。
例

え
ば
『
日
の
出
二
区
区
誌
』
に
は
、
大
正
末
か
ら
昭
和
初
め
の
大
宮
町
青
年
団

瑞み
ず
穂ほ

分
団
の
役
員
名
簿
と
主
な
活
動
が
載
っ
て
い
る
。
整
理
す
る
と
次
の
よ
う

な
内
容
で
あ
る
。　
　

①
敬
老
会
や
体
育
大
会
な
ど
地
域
行
事
の
実
施
や
参
加

②
伊
豆
震
災
な
ど
災
害
へ
の
対
応
（
救
援
活
動
と
義
援
金
募
集
）

③
富
士
山
表
口
の
清
掃
な
ど
の
奉
仕
作
業

④
火
の
番
（
一
二
月
か
ら
三
月
ま
で
月
四
回
の
巡
回
）

⑤
秋
祭
り
ほ
か
祭
り
（
昭
和
八
年
皇
太
子
ご
誕
生
と
昭
和
一
〇
年
曽そ

我が

祭
り
）

の
実
施
と
そ
の
た
め
の
費
用
の
積
み
立
て
な
ど

番号 種別 所在地 造立年 西暦 刻文（一部）
1 灯籠 上井出 寛延 2 1749 施主　新田若衆中
2 庚申塔（青面金剛）山宮 明和 6 1769 中沢村若者
3 馬頭観音（像）大鹿窪 享和元 1801 世話人　三澤村　若者中
4 灯籠 内房 文化元 1804 施主　当村若者中
5 灯籠（残欠） 大中里 文化 2 1805 世話人　時之若者
6 灯籠 鳥並 文化 3 1806 若者中
7 灯籠 内房 文化 5 1808 願主　若者中
8 灯籠 内房 文化 8 1811 施主　当村若者中
9 灯籠 野中 文化 9 1812 若者
10 灯籠 北山 文化 10 1813 貫間邑　若者中
11 灯籠 長貫（橋場）文政 3 1820 当村　世話人　若者
12 灯籠 長貫（橋場）文政 3 1820 当村　世話人　若者
13 灯籠 北山 文政 4 1821 抜間村世話人若者中
14 灯籠 沼久保 文政 6 1823 世話人　当村若者中
15 灯籠 沼久保 文政 6 1823 世話人　当村若者中
16 灯籠 大中里 文政 7 1824 施主当村和讃講若者中
17 灯籠 内房 文政 8 1825 世話人村中　施主　若者中
18 灯籠 沼久保 天保 3 1832 世話人　当村若者中
19 灯籠 沼久保 天保 3 1832 世話人　当村若者中
20 灯籠 粟倉 天保 9 1838 上下氏子　願主若者中
21 灯籠 北山 天保 9 1838 村若者中
22 灯籠 北山 天保 10 1839 村若者中
23 灯籠（常夜灯）青木 天保 11 1840 当所　若者
24 灯籠 原 天保 11 1840 原村若者中
25 灯籠 長貫（川合）天保 11 1840 氏子　若者中
26 馬頭観音（像）山宮 天保 13 1842 若者中
27 灯籠 大中里 天保 14 1843 氏子　若者
28 灯籠 大久保 天保 14 1843 当村若者中
29 灯籠 上井出 弘化 3 1846 上井出宿　世話人若者中
30 灯籠 上井出 弘化 3 1846 上井出宿　世話人若者中
31 石祠 精進川 嘉永 2 1849 若者中
32 灯籠 原 嘉永 3 1850 原村若者中
33 灯籠 原 嘉永 3 1850 原村若者中
34 灯籠 大鹿窪 安政 4 1857 大鹿村若者中／世話人村若者
35 灯籠 大鹿窪 安政 7 1860 若者中
36 灯籠 猪之頭 文久 2 1862 世話人　若者中
37 灯籠 山宮 文久 4 1864 商人中　若者中
38 手水石 阿幸地 明治 23 1890 若者
39 旗立石 猪之頭 明治 34 1901 世話人　中組若者一同／中組若者講中
40 旗立石 猪之頭 明治 34 1901 世話人　中組若者一同
41 旗立石 猪之頭 明治 34 1901 大橋若者中
42 旗立石 猪之頭 明治 34 1901 大橋若者中
43 旗立石 猪之頭 明治 34 1901 大橋若者中
44 旗立石（残欠）猪之頭 明治 40 1907 世話人　若者中

表 2-8　若者・若衆の刻字がある石造物
（注）刻文は「若者」「若衆」を含む部分を抜粋した。対の灯籠などで一
方のみに「若者」とある場合、刻文のない方は掲載していない。また旧
字は新字に改めた。
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ま
た
、大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
の
瑞
穂
分
団
の
役
員
に
は
、団
長
一
人・

副
団
長
二
人
・
会
計
幹
事
長
一
人
の
ほ
か
に
「
十
一
月
役
員
」
と
し
て
書
記
一

人
・
幹
事
六
人
の
名
が
あ
る
。
当
時
も
浅
間
大
社
の
秋
祭
り
が
青
年
団
活
動
の

中
で
主
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
役
員
改
選
も
一
一
月

祭
典
終
了
後
に
行
っ
た
。

　
『
杉
田
区
誌
』
に
は
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
か
ら
一
五
年
（
一
九
四
〇
）

ま
で
の
杉
田
六
分
団
の
事
業
と
し
て
、
青
年
団
の
山
林
「
霧
が
久
保
」
の
下
草

刈
り
お
よ
び
枝
打
ち
、
道
路
の
補
修
作
業
、
子
安
神
社
・
浅
間
神
社
・
雲
切
り

不
動
尊
・
夜
学
堂
の
掃
除
、
祭
典
の
夜
警
、
武
運
長
久
祈
願
、
体
育
振
興
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
霧
が
久
保
」
の
よ
う
に
、
富
士
宮
市
域
で
は
青

年
団
に
よ
る
山
林
管
理
が
行
わ
れ
た
。
所
有
権
は
区
や
氏う
じ
神が
み
が
持
っ
て
い
る
場

合
も
あ
る
。
大
宮
町
は
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
か
ら
北
山
村
山
宮
字
高た
か
戸ど

付
近
の
草
原
に
植
林
を
行
い
、
そ
の
作
業
を
大
宮
町
青
年
団
に
委
託
し
て
、
伐

木
収
入
も
町
内
各
青
年
団
に
分
配
し
た
。
山
本
で
は
、
こ
の
収
益
金
と
県
知

事
か
ら
の
交
付
金
を
充
て
て
「
山
本
勘
助
誕
生
之
地
」
の
碑
が
大
正
一
三
年

（
一
九
二
四
）
一
二
月
に
建
立
さ
れ
た
と
い
う
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
大
宮
青

年
団
に
は
「
植
林
委
員
」
と
い
う
役
職
が
あ
っ
た
。
宮
原
の
青
年
も
、
敬
老
会

で
の
田
舎
芝
居
や
祭
礼
時
の
幟の
ぼ
り

旗ば
た
立
て
・
提ち
ょ
う

灯ち
ん
飾
り
、
出
征
兵
士
の
見
送
り
な

ど
の
活
動
に
加
え
て
、
区
有
林
と
氏
神
林
の
下
草
刈
り
を
行
っ
た
。

　
ま
た
戦
時
下
で
は
、
ム
ラ
の
青
年
層
が
減
少
し
た
う
え
に
、
青
年
団
活
動
に

は
出
征
兵
士
の
見
送
り
や
戦
没
者
の
出
迎
え
、
勤
労
奉
仕
な
ど
も
加
わ
っ
た
の

で
、
彼
ら
の
負
担
は
相
当
に
大
き
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
宮
原
区
で
は
女

子
青
年
が
中
心
に
な
っ
て
千せ
ん
人に
ん
針ば
り
を
行
っ
た
。
女
子
青
年
は
青
年
に
比
べ
て
公

的
な
役
割
を
担
う
こ
と
は
少
な
く
、
序
列
も
そ
れ
ほ
ど
厳
し
く
は
な
か
っ
た
。

青
年
と
一
緒
に
祭
典
の
準
備
を
し
た
り
、
銃
後
支
援
活
動
を
行
っ
た
り
し
た
。

　
な
お
、戦
前
期
に
青
年
団
へ
入
団
す
る
際
に
は
次
の
よ
う
な
儀
礼
が
あ
っ
た
。

杉
田
で
は
青
年
団
に
入
団
す
る
に
は
世
話
人
が
必
要
で
、
正
副
分
団
長
と
班
長

六
人
で
入
団
を
決
定
し
、
夜
学
堂
で
団
員
全
員
に
発
表
さ
れ
た
。
ま
た
大や

ま
と和
で

は
、
酒
一
升
を
持
っ
て
団
長
に
挨
拶
に
行
く
の
が
習
わ
し
で
、
一
七
歳
の
元
服

頃
よ
り
入
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
一
人
前
と
し
て
認
め
ら
れ
て
初
め
て
青

年
団
へ
の
加
入
が
許
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

戦
後
の
青
年
団
活
動

　

戦
時
中
は
団
員
が
出
征
し
て
青
年
団
の
実
質
的
な
活
動
は
停
止
し
て
い
た

が
、
戦
後
改
め
て
青
年
団
が
設
立
さ
れ
、
地
域
の
復
興
に
貢
献
し
た
。
神か
ん
立た
て
で

は
昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）
春
に
青
年
団
が
結
成
さ
れ
た
。
当
時
の
後
見
役

は
五
人
で
、一
月
一
四
日
の
ど
ん
ど
ん
焼
き
の
後
に
行
わ
れ
る
初
集
会
で
団
長・

副
団
長
が
交
代
し
て
旧
団
長
ら
が
後
見
に
加
わ
り
、
年
の
順
に
抜
け
て
い
く
と

い
う
習
慣
だ
っ
た
。
青
年
団
の
主
な
活
動
は
祭
り
の
運
営
で
、
一
一
月
の
浅
間

大
社
の
秋
祭
り
で
は
屋
台
の
曳ひ

き
回
し
や
手
踊
り
・
囃は
や
子し

を
行
い
、
七
月
の
道ど
う

祖そ

神じ
ん
の
祭
典
と
一
月
の
ど
ん
ど
ん
焼
き
で
は
、
青
年
が
ザ
ル
を
持
っ
て
各
戸
を

回
り
、
賽
銭
を
集
め
た
。
ま
た
終
戦
翌
年
か
ら
、
焼
失
し
て
い
た
屋
台
の
建
造

や
公
民
館
の
建
築
な
ど
を
行
い
、
青
年
団
が
区
の
復
興
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
た
が
、や
が
て
一
一
月
の
祭
典
だ
け
が
青
年
団
の
活
動
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

な
お
、
神
立
の
道
祖
神
の
祭
典
は
現
在
、
道
祖
神
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
し
て
復

活
し
て
い
る
。

　
大
和
で
も
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）
四
月
に
大
和
青
年
団
が
結
成
さ
れ
、

祭
り
以
外
に
も
区
行
事
へ
の
協
力
や
夜
警
、
体
育
行
事
な
ど
を
行
い
、
昭
和

二
七
年
（
一
九
五
二
）
の
公
会
堂
建
設
の
原
動
力
と
も
な
っ
た
。
ま
た
山
本
で

は
、
昭
和
二
〇
～
二
二
年
ご
ろ
は
文
化
部
・
体
育
部
・
演
芸
部
・
農
事
部
な
ど

に
分
か
れ
て
活
動
し
た
と
い
う
。
宮
原
で
は
田
舎
芝
居
の
上
演
や
相
撲
大
会
の

実
施
、
市
民
体
育
大
会
へ
の
参
加
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
団
員
交
流
行
事
が
行
わ

れ
、
淀よ
ど
師し

で
は
出で

水み
ず
の
観
音
様
の
祭
り
に
本
格
的
な
舞
台
を
作
っ
て
、
青
年
団

員
た
ち
が
日
本
舞
踊
や
舞
台
劇
、
オ
ペ
ラ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
演
芸
を
行
っ
た
と
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い
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
青
年
団
は
終
戦
間
も
な
い
時
期
に
復
活
し
て
積
極
的
な
活
動

を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
昭
和
三
〇
年
代
以
降
は
高
度
経
済
成
長
に
伴
っ
て

若
者
の
都
市
部
へ
の
流
出
が
進
み
、
活
動
が
縮
小
さ
れ
て
い
っ
た
。
浅
間
大
社

の
秋
祭
り
（
現
富
士
宮
ま
つ
り
）
が
低
迷
し
て
い
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。
後

述
す
る
西
富
士
青
年
ク
ラ
ブ
の
よ
う
に
独
自
の
活
動
を
す
る
団
体
や
一
時
的
に

青
年
団
を
再
結
成
し
た
区
も
あ
っ
た
が
、
青
年
団
の
多
く
は
こ
の
時
期
に
団
員

を
失
っ
て
解
散
し
た
。
か
つ
て
青
年
団
が
担
っ
て
い
た
役
割
は
、
祭
り
に
限
定

さ
れ
て
区
の
青
年
部
や
祭
典
委
員
な
ど
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

青
年
団
の
思
い
出

　
青
年
団
の
多
く
が
解
散
し
て
半
世
紀
以
上
が
経
ち
、
そ
の
経
験
を
語
る
こ
と

が
で
き
る
人
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
断
片
的
で
は
あ
る
が
、
青
年

団
に
つ
い
て
語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
思
い
出
を
記
録
し
て
お
き
た
い
。

　
内う
つ
野の

の
佐
野
喜よ
し
三ぞ
う
氏
（
昭
和
五
年
生
）
は
学
校
を
卒
業
す
る
と
同
級
生
の
仲

間
で
ワ
カ
イ
シ
ュ
（
若
い
衆
、
青
年
団
の
こ
と
）
に
入
っ
た
。
現
在
も
続
く
盆

踊
り
は
昭
和
二
一
年
に
ワ
カ
イ
シ
ュ
が
企
画
し
て
始
め
た
も
の
で
あ
る
。
盆
踊

り
を
し
た
後
に
行
う
カ
ワ
カ
ン
ジ
ー
は
、
子
ど
も
の
頃
は
竹
の
造
り
物
に
火
を

点
け
て
流
す
だ
け
だ
っ
た
が
、
戦
後
に
な
っ
て
ワ
カ
イ
シ
ュ
が
川
の
中
を
曳
き

回
す
よ
う
に
な
っ
た（
第
二
編
第
二
章
第
三
節
）。
そ
の
頃
は
灯と
う
籠ろ
う
流
し
も
行
っ

て
い
た
。
喜
三
氏
は
白
糸
青
年
団
に
所
属
し
て
お
り
白
糸
小
学
校
の
運
動
場
で

行
わ
れ
た
青
年
の
運
動
会
で
は
、
内
野
・
半
野
・
原
の
三
区
対
抗
で
競
っ
た
と

い
う
。
ま
た
、
喜
三
氏
が
自
宅
で
挙
げ
た
結
婚
式
は
、
一
番
座
・
二
番
座
・
三

番
座
と
三
回
に
分
け
て
行
い
、
三
番
座
に
は
「
ワ
カ
イ
シ
ュ
呼
び
」
と
い
っ
て

自
分
の
仲
間
を
招
待
し
た
。

　
杉
田
の
上
杉
善よ
し
久ひ
さ
氏
（
昭
和
一
一
年
生
）
は
小
・
中
学
生
の
頃
に
青
年
団
の

運
動
会
を
見
に
行
っ
た
。「
見
よ
や
杉
田
の
健
男
児
…
」
と
応
援
歌
を
う
た
い

な
が
ら
応
援
し
た
。
高
校
を
卒
業
す
る
と
間
も
な
く
、
青
年
団
長
か
ら
入
団
の

勧
誘
が
あ
っ
た
。
昭
和
三
二
年
（
一
九
五
七
）
ご
ろ
に
入
団
し
、
数
年
後
に
青

年
団
長
を
務
め
た
が
、
当
時
す
で
に
青
年
団
活
動
は
下
火
に
な
っ
て
お
り
、
活

動
は
祭
り
で
の
余
興
と
旅
行
程
度
で
、
運
動
会
に
も
一
部
の
人
が
行
く
だ
け

だ
っ
た
。善
久
氏
は
三
八
歳
で
結
婚
し
て
す
ぐ
に
退
団
し
た
。石
川
英ひ

で
典の
り
氏（
昭

和
二
三
年
生
）
は
一
九
歳
か
二
〇
歳
の
時
に
杉
田
青
年
団
に
入
っ
た
が
、
一
年

間
く
ら
い
し
か
活
動
が
で
き
ず
、
青
年
団
は
昭
和
四
三
年
（
一
九
六
八
）
ご
ろ

に
解
散
し
た
。

　
内
房
尾お

崎さ
き
の
遠
藤
忠た
だ
司し

氏
（
昭
和
一
六
年
生
）
に
は
青
年
団
活
動
の
経
験
は

な
い
が
、
か
つ
て
投
げ
松
明
と
カ
ワ
カ
ン
ジ
ョ
ー
（
川
勧
請
、
川
勧
頂
）
は
青

年
団
が
中
心
に
な
っ
て
行
い
、
そ
れ
を
六
年
生
の
頃
か
ら
手
伝
っ
て
い
た
。
青

年
団
は
昭
和
三
五
年（
一
九
六
〇
）ご
ろ
に
解
散
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。

　
根ね

原ば
ら

の
松
下
克か
つ

己み

氏
（
昭
和
二
四
年
生
）
は
朝
霧
高
原
入
植
者
の
二
世
で
、

西
富
士
青
年
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て

い
た
。
同
ク
ラ
ブ
は
昭
和
三
九
年

（
一
九
六
四
）
に
発
足
し
、
盆
踊
り

や
旅
行
、
成
人
祝
賀
会
な
ど
の
地

域
行
事
を
実
施
し
、
ま
た
市
内
青

年
団
と
の
交
流
や
富
士
宮
・
芝
川

の
農
業
関
係
者
と
の
情
報
交
換
も

行
っ
た
と
い
う
。
入
植
一
世
の
故

郷
で
あ
る
長
野
県
阿あ

南な
ん

町
の
盆
踊

り
を
練
習
し
た
り
、阿
南
町
へ
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
に
行
っ
た
り
と
、
開
拓

地
域
特
有
の
活
動
も
あ
っ
た
。

写真 2-16　昭和 30 年子安神社祭典（『杉田区誌』より引用）



第
二
章  

社
会
環
境

　
　
　と
民
俗

58

第
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節
　    

講

さ
ま
ざ
ま
な
講こ
う

　
あ
る
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
集つ
ど
う
仲
間
を
講
と
い
う
。
そ
の
目
的
は
信
仰

活
動
や
経
済
的
相
互
扶
助
、
同
業
者
や
同
世
代
同
士
の
協
力
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
。
富
士
宮
市
域
に
は
子こ

安や
す

講
・
山
の
神
講
（
山
の
講
）・
十
二
日
講
が
広

く
分
布
し
、
秋あ
き
葉は

講
・
庚こ
う
申し
ん
講
・
観
音
講
・
甲き
の
子え
ね
講
な
ど
も
あ
っ
た
。
多
く
は

班
（
組
）
単
位
で
行
わ
れ
、
当
番
宅
に
集
ま
っ
て
営
ま
れ
て
き
た
。
す
で
に

解
散
し
た
講
も
あ
る
が
、
講
中
（
講
に
加
入
し
て
い
る
人
た
ち
）
に
よ
っ
て
建

て
ら
れ
た
題
目
塔
や
庚
申
塔
、
甲
子
塔
な
ど
の
石
造
物
は
市
内
各
所
に
見
ら
れ
、

か
つ
て
は
さ
か
ん
に
講
の
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
本
節
で
は

そ
の
一
部
を
紹
介
し
た
い
。

子
安
講

　
杉
田
に
あ
る
子
安
神
社
は
江
戸
時
代
か
ら
周
辺
地
域
に
広
く
知
ら
れ
る
安
産

の
守
護
神
で
あ
っ
た
。
明
治
・
大
正
期
の
民
俗
学
者
で
あ
る
山
中
共き
ょ
う

古こ

は
、
こ

の
神
社
の
縁
日
が
正
月
・
三
月
・
一
〇
月
の
一
〇
日
で
、
富
士
郡
で
広
く
信
仰

さ
れ
て
子
安
講
と
し
て
女
性
が
集
会
を
し
て
お
り
、
鈴
川
（
富
士
市
）
に
は

子
安
講
が
建
て
た
天て
ん

保ぽ
う

九
年
（
一
八
三
八
）

の
石
碑
が
あ
る
と
記
し
て
い
る
（
山
中　

二
〇
〇
〇
）。
ま
た
「
精
進
川
村
久
保
地
女

中
」
か
ら
奉
納
さ
れ
た
絵
馬
に
は
、
女
性

た
ち
が
連
れ
だ
っ
て
子
安
神
社
に
参さ
ん

詣け
い

す

る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。（
写
真
２−

17
）。

　

富
士
宮
市
域
で
「
子
安
さ
ん
」
と
し
て

祀ま
つ

ら
れ
て
い
る
神
仏
に
は
鬼き

子し

母ぼ

神じ
ん
（
黒

田
や
山
本
）・
地
蔵
（
内う
つ

房ぶ
さ

の
廻め
ぐ
り

沢ざ
わ

）・
観

音
（
上か

み
稲い
な
子こ

）
な
ど
も
あ
る
が
、
杉
田
子
安
神
社
の
掛
軸
を
掛
け
て
祀
る
講
が

多
い
。
例
え
ば
万
野
原
新
田
で
は
一
月
・
三
月
・
一
〇
月
の
九
日
夜
、
女
性
た

ち
が
当
番
の
家
に
米
三
合
ず
つ
を
持
ち
寄
る
。
床
の
間
に
杉
田
子
安
神
社
の
掛

軸
を
掛
け
て
拝
み
、
油
揚
げ
と
人
参
入
り
の
醬
油
味
の
ご
飯
や
豆
腐
の
味
噌
汁

な
ど
の
ご
馳
走
を
食
べ
た
。
昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
）
に
山
宮
か
ら
嫁
入
り

し
た
女
性
は
本
家
の
姑
に
連
れ
ら
れ
て
参
加
し
た
と
い
う
（
万
野
区
誌
編
纂
委

員
会　
二
〇
〇
一
）。
半
野
で
は
講
の
時
、「
子
安
大
明
神
」
と
書
か
れ
た
赤
い

幟の
ぼ
り

旗ば
た
を
当
番
宅
の
門
口
に
掲
げ
た
。
山
本
で
は
三
月
と
一
〇
月
の
九
日
、
内
房

の
相そ
う
沼ぬ
ま
で
は
一
月
と
一
〇
月
の
九
日
に
講
を
行
い
、
講
の
翌
日
（
す
な
わ
ち
縁

日
で
あ
る
一
〇
日
）
に
杉
田
の
子
安
神
社
に
参
拝
し
た
。
宮
原
で
も
当
番
が
地

元
の
子
安
さ
ん
か
杉
田
の
子
安
神
社
に
代
参
し
た
（
実
施
日
は
不
定
）。
ま
た
、

西
山
の
蒲か
わ
沢ざ
わ
で
は
杉
田
子
安
神
社
の
掛
軸
（
文ぶ
ん
政せ
い
六
年
〈
一
八
二
三
〉
一
〇
月

一
〇
日
）
を
拝
む
際
に
「
南な

無む

妙み
ょ
う

法ほ
う
蓮れ
ん
華げ

経き
ょ
う

」
と
題
目
を
唱
え
て
い
た
と
い
う
。

　
杉
田
久
保
の
子
安
講
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
で
一

時
は
休
止
状
態
と
な
っ
た
が
、
復

活
し
た
。
三
月
の
子
安
神
社
祭
日

の
頃
に
公
会
堂
に
集
ま
り
、
杉
田

子
安
神
社
の
掛
軸
に
供
物
を
供

え
皆
で
拝
ん
で
会
食
を
し
て
い

る
（
写
真
２−

18
）。
本
来
の
目
的

よ
り
も
飲
食
主
体
に
な
っ
た
講
を

「
食
い
講
」
と
言
っ
た
り
も
す
る

が
、
仲
間
と
の
交
流
は
講
の
重
要

な
要
素
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

写真 2-17　杉田子安神社の参詣絵馬
　　　　　（部分､ 中村羊一郎氏提供）

写真 2-18　杉田久保の子安講（2024 年 4 月 27 日）
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山
の
神
講

　
子
安
講
が
女
性
の
講
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
山
の
神
講
は
男
性
が
主
体
の
講

で
あ
る
。山
の
神
に
山
仕
事
の
承
認
を
請
い
、安
全
を
祈
願
す
る
。『
半
野
区
誌
』

に
よ
れ
ば
、
熊
久
保
で
は
一
月
・
八
月
・
一
一
月
の
一
六
日
夜
に
山
の
神
講
が

行
わ
れ
た
。
男
衆
が
も
ち
米
五
合
ず
つ
を
持
ち
寄
っ
て
餅
つ
き
を
し
、
大た
い
石せ
き
寺じ

日に
ち
開か
い
上し
ょ
う

人に
ん
を
御
本
尊
と
し
て
安
全
祈
願
の
題
目
を
唱
え
た
。
翌
一
七
日
は
外
仕

事
を
し
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
杉
田
の
新し
ん
梨な
し
で
は
、
現
在
で
も
一
月
と
一
〇
月
に
男
性
だ
け
で
山
の
神
講
を

行
っ
て
い
る
。
当
番
は
保
管
し
て
い
た
灯と
う

籠ろ
う

と
供
物
を
山
の
神
の
祠ほ
こ
ら

に
供
え
、

竹
で
弓
矢
を
作
っ
て
東
向
き
に
立
て
る
（
写
真
２−

19
）。
以
前
は
当
番
宅
（
の

ち
に
集
会
所
）
で
「
前
夜
祭
」
を
行
い
、
翌
朝
に
山
の
神
に
参
拝
し
た
。
前
日

の
飲
食
が
な
く
な
っ
た
現
在
は
、
祭
り
当
日
の
朝
に
全
員
で
祠
に
参
拝
し
た
の

ち
、
そ
の
場
で
お
神み

酒き

と
つ
ま
み
を
い
た
だ
く
。
身
内
に
不
幸
が
あ
る
と
「
ボ

ク
が
か
か
る
」
と
い
い
、
一
年
間
は
祭
り
に
参
加
し
な
い
と
い
う
。
ボ
ク
と
は

忌き

服ぶ
く
の
こ
と
で
、
死
の
穢け
が
れ
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
神
事
に
関
わ
ら
な
い
よ
う

に
す
る
の
で
あ
る
。

十
二
日
講

　

日
蓮
宗
で
は
宗
祖
日
蓮
の
命
日
に
あ
た
る
一
三
日
の
前
夜
を
お
逮た

い

夜や

と

い
い
、
十
二
日
講
と
い
う
題
目
講
を
営
む
。『
沼
久
保
区
誌
』
に
よ
る
と
、

沼
久
保
の
船
場
は
ほ
と
ん
ど
が
日
蓮
宗
の
檀
家
で
、
一
班
で
は
正し
ょ
う

保ほ
う

二
年

（
一
六
四
五
）
の
曼ま
ん
荼だ

羅ら

（
掛
軸
）
と
団う
ち
わ扇
太だ
い
鼓こ

と
預
金
通
帳
を
回
し
て
い
る
。

そ
れ
ら
が
回
っ
て
き
た
当
番
宅
に
一
二
日
夜
、
女
性
た
ち
が
集
ま
り
、
曼
荼
羅

に
線
香
・
花
・
供
物
を
供
え
、
団
扇
太
鼓
を
打
ち
な
が
ら
題
目
を
唱
え
る
。
唱

え
終
わ
る
と
ま
ず
旅
行
の
た
め
の
積
立
金
を
集
め
、
楽
し
く
歓
談
す
る
。
信
仰

に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
十
二
日
講
は
、
班
の
女
性
た
ち
の
親
睦
を
深
め
る
場
で
も

あ
っ
た
。

　
な
お
、
現
在
の
十
二
日
講
に
は
女
性
が
参
加
し
て
い
る
場
合
が
多
い
が
、
青

木
や
野
中
な
ど
で
は
か
つ
て
男
性
の
講
で
あ
っ
た
。

秋
葉
講

　
秋
葉
三さ
ん
尺じ
ゃ
く

坊ぼ
う
を
火
伏
の
神
と
し
て
祀
る
秋
葉
信
仰
は
貞じ
ょ
う

享き
ょ
う

二
年（
一
六
八
五
）

に
東
海
道
一
帯
に
流
行
し
、
さ
ら
に
全
国
に
広
が
っ
た
。
富
士
宮
市
内
で
も
、

代
参
者
が
御
札
を
受
け
て
く
る
秋
葉
講
が
内
房
な
ど
で
行
わ
れ
、
根ね

原ば
ら
・
猪い

之の

頭か
し
ら

・
青
木
な
ど
に
は
石
造
物
（
多
く
は
石
灯
籠
）
が
残
る
。

　
粟あ
わ
倉く
ら
の
石
原
に
は
秋
葉
講
が
あ
り
、
一
二
月
一
五
日
・
一
六
日
に
行
わ
れ
る

静
岡
市
清
水
区
の
秋
葉
山
の
例
祭
に
代
表
が
参
拝
し
、
本ほ
ん
坊ぼ
う
峰み
ね
本も
と
院い
ん
か
ら
集
落

の
軒
数
分
の
御
札
を
受
け
て
き
て
、
正
月
の
初
常
会
で
各
戸
に
配
布
す
る
。
ま

た
旧
暦
一
二
月
八
日
に
は
「
番
屋
」
と
呼
ば
れ
る
小
屋
の
模
型
を
造
り
（
第
二

編
第
二
章
第
一
節
）、
そ
の
中
に
も
秋
葉
さ
ん
の
御
札
を
納
め
る
。
こ
の
番
屋

は
か
つ
て
大お
お
坂さ
か
平だ
い
ら

と
い
う
場
所
に
あ
っ
た
火
の
番
小
屋
の
名
残
だ
と
い
う
。

写真 2-19　杉田（新梨）の山の神講で奉納され
た弓矢と灯籠（2024 年 1 月 14 日）


